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令和５年度 11月号 第１３２6号 
 

日置市立土橋小学校 
 

    令和５年 11月 24日発行 

自分の意思を表現できる人に 

                        校長 加藤 研一郎 

 県民週間(11/1～７)に際し，お忙しい中，保護者

や学校運営協議会委員や地域の方々等，たくさんの

方にお越しいただき，誠にありがとうございまし

た。 

 ２日の土っ子発表会では，１年生のあいさつに始ま

り，群読や市音楽発表会に向けた合唱奏，作文発表な

ど，これまでの学習や作品などを発表する様子を見て

いただきました。たくさんの方が見守る中，子供たち

はいつにない緊張感があったと思いますが，それぞれ

が練習した成果をしっかり発揮していました。いかが

だったでしょうか。 

 最近は，オリンピックなどの 

大舞台で力を発揮し，臆するこ 

となくインタビューに応える 

若者の姿が見られますが，日本 

人はまだまだ発表などの自己表 

現が苦手であると言われ，本校 

においても，思考力とともに表 

現力を高める教育を推進しているところです。 

 以前，家庭教育の講演会で，発表・発言など，表現

への苦手意識は，自分の意見・考えが人と違うとき，

同調圧力を感じたり，笑われるのではと思ったり，自

分が間違っているのではと考えてしまったりする「お

それ」を抱くことが大きな要因の一つであり，その根

底にあるのは理由を言われずに指示・注意されること

の積み重ねが考えられると話されていました。それは

つまり，幼い頃から指示や注意の理由を丁寧に言われ

ることで，自分の頭で理由を考える習慣が身に付き，

自分の意思を表現する力につながるというものでし

た。 

 そうは言っても日々忙しく，親の身としてはいちい

ち･･･という思いは誰しもあるものだと思います。私

自身の子育ても振り返ってみれば･･･。しかし，子供は

いつか親元を離れ，社会へ出ていきます。その時に自

分の意思を伝えつつ，周囲と良好なコミュニケーショ

ンをとって幸せに生きてほしいと願うのは皆同じだ

と思います。 

 子供に“かちん！”ときたときには深呼吸。そして，

理由をきちんと伝えて叱れる(指導できる)大人に･･･。

一つ一つの積み重ねを共にがんばっていきましょう。 

 11 月１日（水）から７日（火）までの『地域が育

む「かごしまの教育」県民週間』に，たくさんの方

に学校を訪れていただきました。ご記入いただい

たアンケートの内容は，今後の教育活動の参考

にいたします。みなさまありがとうございました。 

 市音楽発表会が 11 月８日（水）に開催され，

ました。土橋小からは１～４年生が「♪土っ子デ

ィズニーメドレー♪」を演奏しました。客席からは

手拍子がおこり，温かい雰囲気のもと，素晴らし

い演奏を披露することができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（金）教育実習最終日 

 ７日（木）校内持久走大会 学級ＰＴＡ 

      家庭教育学級 

１１日（月）～１５日（金） 

      令和４年度南美展作品展示期間 

１２日（火）１・２年生生活科見学 

      （中央図書館・給食センター） 

１８日（月）巡回図書 

２２日（金）2学期終業式・終園式 

２３日～１月８日 冬休み 

 

 

【令和 5年度国土緑化運動ポスター原画コンクール】 

 優良賞 ６年 松元 蓮依      

【ひおき文芸賞】 

〈俳句の部〉 

 最優秀賞 ２年 松元 彩音 

        ４年 松元 結唯菜 

 入選    ６年 山下 楓直斗 

〈川柳の部〉 

 最優秀賞・優秀賞 ２年 内 優人 

 

 10 月２２日（日）は小中ＰＴＡ妙円寺詣り遠行が

ありました。天候にめぐまれ，総勢８０人で土橋中

学校から徳重神社までの約８キロを歩きました。鹿

児島の三大行事の一つに数えられるこの「妙円寺

詣り」。郷土の行事にふれるよい機会となりました。

ＰＴＡ役員をはじめ保護者の皆様，安全面でのサ

ポートありがとうございました。 

 人権週間は，昭和２３年１２月１０日の国連総

会において「世界人権宣言」が採択されたことを

記念して国で定め，今年で７５年目となります。 

 日本の社会において部落差別をはじめ，女性，

子供，高齢者，障害者，外国人，性的指向及び

性自認等に関する人権問題が依然として存在し

ています。さらに，ネット上の誹謗中傷，感染症等

に関する偏見や差別など様々な人権問題が生じ

ています。 

 これらの問題を解決するためには，私たち一人

一人が人権問題を自分のこととして受けとめ，身

近な人権問題について関心をもち，正しく理解す

ることが大切です。 

 この機会に，ぜひ，みんなで身近なことから人

権について考えてみましょう。 

 11 月 11 日（土）に，地域ふれあい活動が行わ

れました。グループごとに，グラウンドゴルフや室内

レクリエーションを地域の方と一緒に楽しみました。

地域の方からは，「久しぶりの子どもたちとのふれ

あいがとても楽しかった。」「子どもたちの姿から元

気をもらいました」などの感想が寄せられました。 

 １0 月 18 日（水）に，ゲストティーチャーとして学

校薬剤師の関先生をお招きし，５・６年生が薬物

乱用防止教室を行いました。飲酒の害を知り，な

ぜ未成年の飲酒が禁止されているかなどじっくり考

えました。子どもたちからは，「ノンアルコールにもア

ルコールが入っていることを初めて知りました。」

「今日学んだことを家族に 

も教えてあげたいです。」 

などの感想が聞かれ， 

大変有意義な学習とな 

りました。 

 



 


